
警察官・警察事務　
等 の 業 務 内 容　　
及 び 採 用 試 験　　
制 度 に つ い て



警察の責務
警察は、個人の生命、身体及び財産の
保護に任じ、犯罪の予防、鎮圧及び捜査、
被疑者の逮捕、交通の取締その他

公共の安全と秩序の維持に当たることを
もってその責務とする。

（警察法第２条第1項）

予防

検挙 捜査



徳 島 県 警 察 組 織 図　　令和2年1月1日時点
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警 務 部
総務課、情報発信課、会計課、拠点整備課、警務課、
企画課、監察課、情報管理課、教養課、厚生課

生活安全部
生活安全企画課、地域課、通信指令課、
少年女性安全対策課、生活環境課

刑 事 部
刑事企画課、捜査第一課、捜査第二課、　　　　　
組織犯罪対策課、鑑識課、科学捜査研究所

交 通 部
交通企画課、交通規制課、交通指導課、運転免許課、
交通機動隊、高速道路交通警察隊

警 備 部 公安課、警備課、機動隊

警 察 学 校

警 察 署
①徳島中央、②徳島名西、③徳島板野、④鳴門、　
⑤小松島、⑥阿南、⑦那賀、⑧牟岐、⑨阿波吉野川、
⑩美馬、⑪三好

　　　　　※令和２年４月１日～⑥阿南と⑦那賀を統合し｢阿南署｣となります。



警察学校
～警察官として必要な知識や技能、
そして心を鍛える～
採用後、最初に行われるのが警察学校
での初任科研修。同期生と寮生活を送
りながら、警察官としての知識や技能、
体力や精神力を養います。同期の仲間
たちと競い合い、助け合うことで生ま
れる連帯感は人生の大きな財産となる
ことでしょう。



地域警察
～地域の安全を守り、住民の多様な
要望に素早く対応～
新人警察官がまず配属される地域警察。
パトロールや交番前での立番、地理案
内など地域の人々に最も近い存在。 
１１０番通報を受理し、あらゆる初動
捜査に携わり、地域の治安を昼夜問わ
ず守っています。

刑事警察
～悪と最前線で対決し、犯罪捜査　
活動、鑑識・科学捜査で真相解明～
殺人や強盗などの凶悪犯罪や、詐欺な
どの知能犯罪、窃盗犯罪や暴力団犯罪、
薬物銃器犯罪などの捜査や犯人検挙に
欠かせない鑑識・科学捜査活動を行い
ます。



生活安全警察
～身近な犯罪の抑止、安全安心で犯
罪の起きにくい社会づくりを推進～
少年事件の捜査や児童虐待・DV・ス
トーカー等の人身安全関連事案、サイ
バー犯罪捜査、生活経済環境事犯の取
締り、風俗営業や銃砲刀剣類の許認
可・行政処分など、幅広い分野で県民
生活の安全を守ります。

交通警察
～交通事故を防止し、安全で快適な
交通社会を実現～
交通違反や暴走族の取締り,交通事故捜
査、幼児から高齢者までを対象とした
交通安全教育を行い、交通安全意識の
啓発に力を入れています。また、道路
の交通規制や運転免許の試験・交付な
ども行っています。



警備警察
～テロ等の未然防止・要人警護・　
災害救助のスペシャリスト集団～
自然災害や水難・山岳事故の救出・救
助活動をはじめ、テロ事件への対応や
国内外の要人警護、治安警備を行う
「警察の最後の砦」ともいえる存在。
危険を伴う出動も多いため、レン
ジャーや潜水、爆発物処理など特別訓
練を受けたスペシャリストが集います。

警務警察
～警察組織全体を管理・運営する　
サポーター～
職員の採用・人事や警察行政に関する
企画・調査、広報、会計、給与管理、
システム開発・管理など警察組織全体
を多方面からサポート。職員の働きや
すい環境づくりと円滑な組織運営を促
進し、第一線の警察活動を支えていま
す。



県警建築職（建築Ｂ）
県民の方が利用しやすく、警察官が働き
やすい県内の警察施設（警察署、交番、
駐在所等）の整備を行います。     
施設設備の計画から施工までを一括して
担当したり、民間のノウハウ・技術を活
用したＰＦＩ手法による整備も導入して
います。　　

少年補導職員
非行等の少年問題に関する警察の専門
員として、少年の相談や問題行動のあ
る少年の立ち直り支援を行うとともに、
市町村や学校をはじめ地域住民やボラ
ンティアの方々と連携を取りながら、
少年の非行防止、犯罪被害防止を図る
ための活動に従事します。
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人事委員会　　　　　 警察本部

申込みから採用内定までの流れ

① 電子申請（推奨）
② 郵便申請
  ※持参不可

最終合格者
≠

採用内定

※人事委員会での最終合格者全員が採用されるとは限りません。



令和２年度　採用試験の実施予定

試　験　名
試験案内 
申込書　

配布開始日

受　付
期　間

1    次
試験日

２   次
試験日

最終合格
発表日

警
察
官

A（男性）
A（女性）

5/14
 (木)

5/15(金)
～

6/5(金)

7/12
(日)

7月下旬～ 8月中旬

B（男性）
B（女性）

7/1
(水)

    
8/6(木)

～

8/27(木)

10/18
(日)

11月上旬～ 11月中旬

警
察
職
員

大　　学
卒業程度

5/14
 (木)

5/15(金)
～

6/2(火)

6/28
(日)

7月中旬～ 8月中旬

高等学校
卒業程度

7/1
(水)

8/6(木)
～

8/24(月)

9/27
(日)

10月下旬～ 11月中旬



令和２年度　採用試験の受験資格

試　験　名 主　な　受　験　資　格

警
察
官

A(男性)
A(女性)

30歳までの者で四年制大学を卒業又
は卒業見込みの者

B(男性)
B(女性)

18歳～30歳までの者で四年制大学を
卒業又は卒業見込みの者を除く

警
察
職
員

大　　学　　
卒業程度

• 22歳～36歳までの者　　　
• 21歳以下で四年制大学を卒業又は

卒業見込みの者

高等学校　
卒業程度

18歳～21歳までの者で四年制大学を
卒業又は卒業見込みの者を除く



１次試験 方　法 試験時間 配 点

教養試験
択一式50問
必須解答

　警察官Ａ　２時間30分
　警察官Ｂ　２時間

100
点

身　　体
・

体力検査

１　身体検査
(1) 視力･･･両眼とも、裸眼視力が0.6以上又は矯正視力が1.0以上。
(2) 色覚･･･警察官としての職務遂行に支障がないこと。
　※視力・色覚は、身体検査時の結果によっては、再検査を行った　　
　　上で判定。

－

２　体力検査(基準を全て満たした者は、検査結果に応じて配点。)

50
点

種 目 男　　性 女　　性 備　　　考

腕 立 て 伏 せ ３０回以上 １５回以上 ２秒に１回

上 体 起 こ し ２０回以上 １５回以上 30秒間

反 復 横 跳 び ３６回以上 ３２回以上 20秒間

握 力 左右平均３７ｋｇ以上 左右平均２２ｋｇ以上 －

立 ち 幅 跳 び １８０ｃｍ以上 １４０ｃｍ以上 －

　警察官（Ａ・Ｂ）１次試験の内容　（令和元年度試験案内）

※令和元年度に実施したものであり、令和２年度採用試験においては、変更する場合があります。



試験種別 試験種目 方　法 試験時間 配　点

大　　学
卒業程度

教養試験
択一式

50問必須解答
２時間
３０分

40点

専門試験
択一式

40問必須解答
２時間 60点

高等学校
卒業程度

教養試験
択一式

50問必須解答
２時間 100点

警察職員（警察事務、建築Ｂ）１次試験の内容
（令和元年度試験案内）



試験区分 試験種目 方　　法 試験時間 配　点

警察官
(Ａ・Ｂ)

論文試験 １題　約800字 １時間 30点

口述試験
主として人柄、性格等をみるため、個別面接を行いま
す。

120点

適性検査 警察官として職務遂行上必要な素質及び適性について、検査を行います。 －

身体精密検査
警察官として職務遂行上必要な健康度について、身体検査書の提出を求め
ます。

－

大　　学
卒業程度

論文試験 １題　約1,000字
１時間
３０分

40点

口述試験

主として人柄、能力、性格等をみるため、プレゼンテーション及び個別面
接を１回行います。
【プレゼンテーション】
第１次試験合格通知に記載された課題について、個別に自分の考えを１分以上２分以
内で自分の言葉で述べてもらいます。

160点

適性検査 公務員として職務遂行上必要な素質及び適性について、検査を行います。 －

高等学校
卒業程度

論文試験 １題　約800字 １時間 40点

口述試験 主として人柄、能力、性格等をみるため、個別面接を行います。 160点

適性検査 公務員として職務遂行上必要な素質及び適性について、検査を行います。 －

警察官・警察職員採用試験　第２次試験の内容（令和元年度試験案内）



給 与
警察官Ａ
警察事務等(大卒程度)

210,417円　
190,382円

警察官Ｂ
警察事務等(高卒程度)

177,364円
155,601円

勤 務 時 間
通常勤務　月～金　８：３０～１７：１５
※交替制勤務の場合は、当務１日、非番１日、休み１日を繰り返します。

各 種 休 暇

年次有給休暇　　採用１年目：１５日間（２年目以降：２０日間）
　■夏季休暇　■産前・産後休暇　■育児休暇（子の保育）
　■ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ休暇（ﾌｧﾐﾘｰ休暇【結婚記念日・誕生日等】）
　■介護休暇　など

福 利 厚 生
健康保険、年金、公務員共済制度等
ホテル、スポーツ施設等の割引利用　など

宿 舎
県下各地に家族住宅、独身寮を設置
※民間住宅を借りる場合は、住宅手当として家賃の一部を補助。

昇 任 制 度

試験制と勤務実績等の選考制度があり、能力や努力を的確に評価する昇任制度をとっています。

徳島県警察の福利厚生等 （令和元年度実績）



ワークライフバランスのための制度

■時差出勤（※通常勤務の場合のみ）
　従来／8:30～17:15

　個人のライフスタイルに応じて、
９つのパターンから勤務時間を選
択。
　　★保育園への送迎に
　　★家庭で過ごす時間の増加に
　　★通勤ラッシュの回避に
　

　 ■エリア異動
　従来／県内11警察署及び県警本部の課
　　　　約２～４年周期

　県内を３つのエリア（県中央、県南、
県西）に分け、第２希望まで申告。
可能な限り希望エリア内で中長期的
に勤務できるよう配慮されます。
　　★転居を伴う異動による職員
　　　家族の負担を軽減　　　
　



SNS等による各種の情報発信

H　P　 Twitter Facebook

検索ワード

徳島県職員
採用案内

徳島県警察

さまざまな情報を発信!!



徳島県警察
公式チャンネル！

YouTube

SNS等による各種の情報発信



「セイギの老舗」で
一緒に仕事ができる日
を楽しみにしています！


